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☆令和 3 年度第 75 回入学式 式辞☆

今年の桜もきれいに咲き、その花のバトンは、ツツジやハナミズキに引き継がれ
ようとしています。今日ここに、練馬区立練馬中学校第７５回入学式が挙行できま
すことを、嬉しく思います。生徒の皆さん、保護者の皆様、入学おめでとうござい
ます。「練馬中学校にようこそ」。１７３名の皆さんは、気持ちも新たに中学校生活
をスタートします。中学校での勉強は、皆さん一人一人が、将来どう生きていくか
を見つけるための、とても大切な時間になります。皆さんの抱いている新たな夢を
忘れず、持ち続けて欲しいと思います。私から、四つのお話をします。
一つ目は、本校の校訓『不惜精進（ふしゃくしょうじん）』です。正門を入ると、

左手の石碑に刻まれています。この意味は、「絶えず力を尽くして道に励むこと」。
何事にもベストを尽くそう。と思って下さい。
二つ目は、本校の教育目標『自主・勤勉・共生』です。
自分で考え、判断し、行動できる人。何事にも真面目で、一生懸命取り組む人、

互いを認め、助け合って生きることが出来る人。練馬中は、そういう人を育ててい
きます。
三つ目は、併設されている特別支援学級です。
在籍している生徒は十七人です。通常級の生徒たちと交流を持ちながら、社会適

応能力を身につけ自己実現を目指します。その柱として、豊かな心の育成。健康の
保持増進。コミュニケーション能力の育成を掲げています。
四つ目は、本校で築いて欲しい『絆』です。家族との絆、友だちとの絆、地域と

の絆です。私たちは、共に認め合い、助け合い、支え合うという心を身につけなけ
ればなりません。中学校では、多くの人たちとの出会いがあり、共に成長し合って
いきます。いじめを許さず、友だちが困っているときこそ、声をかけ、手を差しの
べ、支え合ってこそ、本当の仲間であり、「友」と呼べるのです。様々な関わり合
いの中から、たくさんの『絆』を育んで下さい。
そして、心の通う挨拶と笑顔が行き交う、夢の膨らむ練馬中学校にしていきまし

ょう。
最後になりましたが、保護者の皆様にご挨拶を申し上げます。
本日は、お子様のご入学、誠におめでとうございます。今後、ご期待に応えるべ

く、教職員一同全力で指導に当たって参ります。お子様の成長には、家庭と学校と
地域とが連携し、同一歩調であることが大切になってきます。お気づきの点は、担
任や学年の教員と連絡を密にとって頂き、一緒に考え、方策を見いだして参りたい
と思います。
学校には、特別支援教室専門員、スクールカウンセラー、心のふれあい相談員、

学校生活支援員も配置され、練馬区教育委員会と連携した学校教育が行われていま
すので、何なりとご相談下さい。保護者の皆様のご理解とご協力を頂きますようお
願い申し上げます。
結びに、一歩前へという期待を込めて『 One Step Forward』という言葉を送りま

す。新入生の皆さんの三年間が、健康で充実した生活になることを祈念し、式辞と
致します。

令和３年４月７日
練馬区立練馬中学校長 日下石直美

校訓『不惜精進』 教育目標『自主・勤勉・共生』

練馬中だより
《 One Step Forward (一歩前へ！) 》
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☆歓迎の言葉☆
日に日に心地よい暖かさを感じられるようになり、すっかり春めいてきました。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。在校生を代表して、皆さんを練馬
中学校に歓迎します。
初めて中学校の制服に身を包み、中学生として新しい一歩を踏み出す皆さんの心

の中には、期待と不安があると思います。私たち在校生も、入学したばかりの頃は、
不安でいっぱいでした。しかし、友だちや先輩方、そして先生方に助けて頂きなが
ら少しずつ新しい生活に慣れていきました。
中学校には、小学校とちがう点がいくつかあります。
１つ目は、学習です。教科によって先生が変わり、それぞれの教科で特色ある授

業を受けることになります。定期テストは、試験範囲の内容が多いので大変ですが、
成績に関わる大切なものなので、しっかり勉強していきましょう。
２つ目は、部活動です。他学年の生徒と一緒に活動し、技術を磨いたり体力をつ

けたりしていきます。放課後や週末が、今までより忙しくなりますが、その分得ら
れるものも大きいです。部活動をする上で大切になるのが、勉強との両立です。部
活動と勉強にバランスよく時間をかけ、努力を継続すれば、充実した中学校生活を
送ることができると思います。
３つ目は、行事です。中学校には、運動会や合唱コンクールなどの大きな行事が

あります。生徒が主体となって取り組むことで、クラスや学年、学校全体の絆が深
まります。その他にも、校外学習や宿泊行事などがあり、私は仕事に対する責任や
チームワークの大切さなどを学ぶことができました。
今は、新型コロナウィルスの影響で、できることが限られていますが、中学校で

しか体験できないことや、そこから学べることがたくさんあります。是非、積極的
に取り組んで、自分の可能性を広げてみて下さい。今、皆さんの周りにいる人は、
これから学校生活を共にする仲間です。練馬中学校で過ごすかけがえのない三年間
で、仲間と共にたくさんの思い出を作って下さい。そして、私たちと一緒にこの学
校の伝統を受け継ぎ、よりよい学校にしていきましょう。

令和３年４月７日
在校生代表 Ｓ．Ｏ

☆誓いの言葉☆
穏やかな春の日ざしの中、私達新入生は練馬中学校の入学式を迎えました。こう

して式を迎えることができて心から嬉しく思います。準備して下さった先生方、上
級生の皆様、本当にありがとうございます。今日、真新しい制服に袖を通して、希
望と期待で胸がいっぱいです。そして、練馬中学校の生徒の一員としての実感が少
しわきました。
中学校では、小学校に比べ、人数が増えたので、行事の時などに団結できるのか、

私は少し不安に感じています。けれど、お互いを信頼して、みんなでどんな困難も
乗り越えていきたいです。「こんな仲間に出会えて良かった」と思える中学校生活
を共に送るために、友だちとの時間も大切にしようと思います。
勉強はもちろんの事、学校行事や部活動も頑張りたいです。特に部活動では、自

ら考えて活動して先輩方の良いところやアドバイスを吸収していきたいと思いま
す。また、やると決めた事、やるべき事を全力で取り組み、中学校生活を楽しみた
いです。沢山の事を全力で取り組むために、時間を見て行動し、けじめをつける意
識をもとうと思います。そして、私達はこれから、両親や先生方に様々なことを教
わり、時には失敗し、迷惑をかけてしまう事もあると思います。しかし、どんなこ
とがあっても、感謝の気持ちを忘れずにいたいです。そして、その気持ちを忘れず
にいたいです。そして、その気持ちをしっかりと言葉や行動で表す事も大切にして
いきたいです。
今年度、私達ができる事は限られてしまうかもしれませんが、一時一時を噛み締

めて生活しようと思います。
今日から始まる三年間、校長先生をはじめとする先生方、上級生の皆様、しっか

りとした練馬中学校の生徒になれるよう、努力して参りますので、ご指導宜しくお
願いします。私達新入生一同は、歴史と伝統であふれる練馬中学校の生徒として、
悔いの残らない三年間を送り、どんな事にも、精一杯努力する事を誓います。

令和３年４月７日
新入生代表 Ｓ．Ｏ
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☆ＰＴＡ会長よりお祝いの言葉☆

新一年生の皆様、ご入学おめでとうございます。本校PTA会長の宮本と申します。
PTAを代表して一言お祝いの言葉を述べさせていただきます。
皆様が通う練馬中学校に私も通っていました。一直線に長い校舎を見るたびに、

なつかしくあの頃のことを思い出します。あれからかなりの年月が経ちましたが
不思議なことに中学校時代のことはとても良く覚えています。大人への基礎を築
く大切な場所、そしてかけがえのない時が中学校時代だと思います。そんな大切
な中学校時代だからこそ、思いきり学び、スポーツに打ち込み、友情を育み、色
々なことに挑戦して悔いなく過ごしていただければと思います。
保護者の皆様、大切なお子様のご入学誠におめでとうございます。中学校はい

わゆる義務教育の最後の３年間です。皆様もお子様が少しずつ自立し巣立ちゆく
ことを感じていることと思います。私も成長のうれしさと同時に少し寂しさも感
じております。その成長に保護者として関わることも徐々に無くなることでしょ
う。そんな成長へのかけがえのない貴重な時を、 PTAとして共にお手伝いできれば
幸いに思います。なるべくご負担のないよう私達 PTA役員一同尽力してまいります
ので、これからもご理解ご協力何卒よろしくお願いいたします。
校長先生をはじめ教職員の皆様、新一年生をどうぞよろしくお願いいたします。
新一年生の皆さん、保護者の皆様にとり、最高に素晴らしい中学校生活になる

ことを心から願っております。
令和３年４月吉日

ＰＴＡ会長 宮本 真之

（参考）舞台上から


